
Title 逆行性細胞標識法によるウサギ喉頭筋支配運動神経細
胞の中枢局在と軸索末梢経路に関する研究

Author(s) 大久保, 丞二

Citation 大阪大学, 1986, 博士論文

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/35184

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



●

M

11乾:行 にわ月に感識417:_三 :を1ワ:′:ギ _

… 1_… 1__三_____■‐一 -̈1__二 _……1___1_1__I____|

尺歿i尺
1多 薇子多1%:417_1笙 _|

:|

，
．
．

‥

　

一

一
，
，

．

一一

・

・

・

・

・

一

一

，

・

・

・

，

("x2t,)‐
１

・
で
ｖ
　

・

・・ｔ

，



●

V

く

ヤ

I‐■1‐,・II‐ |■__1__1__1_■ __L_…
||‐ :||
:   i   l   l      :   :

_■______■ _____:_____― ――‐――――――――――――‐:‐―___■ _____1_____■ ‐‐――__J_____■_____1_____-1:_____」___=__:_____1_____‐ ‐―-1_____‐」     :                       :     l     '           '     `            :

― ― |… … |:一■三|■I●‐
=||:|:||‐ l lL__1__1__1__三 _J_J____■ ___… _‐… ……‐・ … ‐‐‐‐‐

=…
‐_____・

― ―――_=   i   :   :   :   :   i

― ― ― ― ― ― ― ― ― 一
‐― ― ― ― ―― ― ‐― ―― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ‐ ― ― ― ‐― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ‐― ― ― ― ― ― ¨ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ‐ |

| | : | | : | : | | | | | | | | |11111111:|||_二__二_二_■_■__| |: | | | | : : | | |__[__:__」 __二_」__J
一

一 一 一 一

一

一 一

―

一

― ―

―

― 一

― 一

可

一

■

~■

‐

~「 ~~|

| | | | | : | | : | | ||  :  :  :  :: 1 1 1 1 1 1 1 : | | | | | : | |

1嗜



●

|~~丁こ
‐
II~r~

つ

`
(20× 20)

彫口左



●

ヤ

|て |し 1ヽら パt歌琢_影1_MN二_:2_象 _桂k_l颯 |め 1猛|に |夕 |し
tit

r―
― ‐―‐‐‐― ― ‐‐‐‐‐― ― ‐‐‐‐‐― ― ― ― ――― ―‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐―――‐‐‐

|あ象:壼1111″ I互1互II141::″ Filili=,Crど |イ 蒻|ぞ |ぁ |ろ

|  |  |シ l  yl」 ら

"ム
々 lι l″″ :、 1.^:主 :夕 |.||  |レ :コ4:._:′斗「_lf_1た二五:た 2_篠_1■ 扱|う :卜 |あた|ノ [|そ |れ |に 持

|たII′:菫1:″駆I夏あ:“1逹2_:`111_Й _¨麗:■1ゑ_ユ_盤_墨1麗雲1_■1う _多J:控ン生1_と Iの 拷attLlを 協|に 考_¨讐肇1■1ゑ_量_燿豊_か

レ_´二__らJ社推_1■ 協部1爾任薇|と |て確狡1_の_盆_五11_1_二_:2__

イおヾ:う 1

″延疑|たEIIい |て お[:そ 1の爆
"核

■関:す |ろ折″延疑|たEIIII`1=II
レ巨薇レ葬′1と1〒1~‐多可瑠辱脅攀彗17し・ r inグ ■ル |い ■ヽ |ヽ  7~J4714~:・ 句 l`聖′

:へ lι lレ
″

“

卜1-レ :'「 ′J

,i,ス

~ス

「
|ボ1に11~‐

=た

~″‐
″

'こ

…
含れ後lあ

~蒸~π

l分 1石1争

|

|

|

(20x20)



●

守

M二 _■

の勅

“

__な1■2●1_1ネ

“

分わ板沸に

'I探
憂

=:夏

:匿|1_… __1_■ __■ _=___二 三 _=____■ ___二 _1_ :‐
 ワ :′ ‐ | ●  マ 7″ ‐~    __J■

___■ ■
`___二

:I__二 _:_■■_II____:_I_|

1~…
…1~r~i~ 

‐一―一一丁
… ~‐‐

1~~~T~~ `   :   :   :   :          :   i   l   I   :   :   |

1聾二生
=甕=_■

■_1_■■|_|■ |● |

1  :  :  :  :  :  :  :     :  |  :     | ~~:~‐ :~~T~~‐

‐

:~~~~1 ~‐

‐

:‐

~‐ ‐‐―

|

IIIIIIIIIIIIIIII‐ I~:~II I~1~I~|~■
■■

~1■
III~~=■■T・ITT・:Tl

:え験労ス :

:      :      l   i

実験 :=Ⅲ終計

|^,.|:gi)it i硼 |レ |た Li図 111午た

|‐
を
~蒸~|す

II■1~|ぃ

(20x20)

験 方法 |の



●
十

▲

|百111:IIII:_IIII百 コ
:11=:=IIttIIt_蒸晟五

=:核
1確成二

=:五
■
=11:菫

|

黎:″:準:`111奎:11_1藝:11:墓二:111●111:`す:蓋要]

粋縁:(linferiol■ a:yttel・ 籠1専L:1黒I)こ

“

うに1‐
へ

|~          ‐
|‐I‐ |‐|■・1¬後核

"う
4_■_■_■_■_1_■_三 ■_

1  :        :  |   |t,ハ ′`卜 Jワ 1~  | | | l i : 1 1 1 :    : | |‐‐ ――――:‐ ……_____―一‐‐‐――一‐――‐―…… ‐ ―一――一‐―‐‐‐―――――‐―‐
|

1淋妍|卜 |「 201 Ⅲrlthlnel11″
1後:だ :ヽを:鑑たII(IZl

″Iし |)|あ 茸介蓄旅に
'射

を再tr,たI箭
‐
鍼霧頂1

=Fl″
工|二 |::″中|ご :セ 〒

~:こ

藩葎1者 i4_lalI_っ 多_:髪

|を 引■し、こ|セ か多下粋各核わ|の iら ごの1道|た袢

静
=|‐

を:'い|■lⅢⅢlIIⅢ l:::11_|三 IXlllす を1窪警:

よ|ツ タ4こ 7灸 Iの i Shi(1画 111:1~)ヽ マス虞下
~Z衆

|の らごの ILN I(1図 ||||)|の そ41ぞスに12～ 13

11あ 考え′ら
~:IIII 

ζ:`Iじ11'■3と ▼:~I~)1生 ″会

'a‐
'K弁 えを う気丘 |卜 |て

´預1ににな lχ lし |「 。 (1浄 神

経4こ ).メ1入 |卜 11■ 微11)イ:_17_1不 ブF_曰_Y):■■_

l H静 井 入 後 1夕 物 1乙 ′ヮfを 門 ′ を

`■

■ 後

、 IPentobarbita■ い 剌luゼa・ ).l多 :お ら 深 瀦 叶 下 て 2ダ
|

‐―  ― ― ― ― ―― ‐-1

img′kg)で閣1へ た|え |ト ソ上行人動派レカ,'|
二|じ な活丈し|た :力 1二

‐ニユし・を通 して
'夕

薇夜|
1                   ~‐

‐         ‐‐   ‐              ‐                    ~~― ―‐‐ ‐

i

降冬41,ml‐ t孝れ|■、|ltヽ |セ

11ス
オt:ittllllぶ」ユ_

(2():t,11,

じ



●

守

●

Li17_い lζ l■場墨知|にの人き●●辣1た 1を 行
'iた

争

t



●

[■1畳1__彙i=士1 8 1CI)1の 1多轍 .滋1._(_理1__1_1_1__)__

″K落 |

t

●

fal

甲ポ火 |

一

一 ―

一 一 一 一
一 一

一

― 一 ― 一 一 ― 一

一

一 一 一 一

一

―
一

藁 _:ぁ ::::::::::こ ::I三 l:三像い 4_1_K妥 111_キ |ノ 啄
"興

挺和″家|核11ヘ イ|く 準1・ |よ |ノ 啄

"興

挺落罪彬核ざ覆1し |ハ :、 |ご |夕 ||ミ

輸ズ萌該筋■
~7ス

灰r擁不IIレ顔Iを

~力

1を 1 lΞ

~

「

一――一一―一――
蒻

l蒻

7商″蒻商:菫落
=

|ス

‐
落蒻ヨ1西1ご 7=~'~~蒸

=:天
後

El●
/ffII:ス

:疏

=芝
百

~派
あ
¨
奮えで:匿菰:亘た1覆鷲|=二 __■ ___了

`_■
■ __:三 ヽ L′ ■■_[   ;~  :   ‐ :‐・ ・     1 -   :   ‐_:_7__■

==:二
__=:=_____1_¨ _……■■■__■ ___

粧::EI口:え:たI≡

~7'あ
1…
II京

'Iマ

‐
″:1ンII夏1ン薦

物:た

一り
〓
ツ

一鱒〓障一
一一一」一一一一“

一
Ｌ
除

一∪一一場

一■
一一■

―
―
―
七

(20× 2Cl)



●

■

●

Ｙ

一

Ｎ

一

HRP
●

●



:仁 ち

●

い

一
一級

一
一・・・

つ

に
な
豚
膠



●

e

隊″I:え琢:=III●
‐

:́全二I可:I:=::ム:И::互:_IIII

巨ヱ験I■D工●lII=I=菫壼悌 狐 菫:I亘

●

●

●

(20x")



●

e

●

|

●
|

―
ｌ
ｄ

ｉ

″

“

1%IIIII型
‐
″籠汗葎知た

'(~KHl=E=::駄黎口た多
.(IⅢ

acl cl・・||

口11蒸石III藍:ヤ:Kl=:

=231土
,1円 |)|卜 |り |●

FIろ

匿覆1石甕:::重菫:狐:EE甕:1(I事事ed ttI131語:I~■丁)

巨口
':を

知に認亘
=II薔

:菫:こ菫:ИI【::医II__I理 :

(20× 20)



●

|ぼ sc脅戌綱ン●『 |ツ |も |ャ
「

‐ ‐ ‐  ~~  ‐‐‐   ~‐  ― ‐ ‐‐‐‐‐ ‐― ‐‐‐ ―‐‐‐‐ ‐… ‐――‐‐― ‐ ――‐‐‐ ‐ ― ‐
一

‐  ‐ ‐

巨
=ふ

I'I":えガ:駒11111=

1在須:Zl‐

=Z在
:IIIIIヽI111れ:il:=|た″:筵下:″π

l

距

^:あ

こ:`:^″

^●

:41_とに:″:π颯琢

“

密111″1

1`|グタP口枠後:の歓ス喜鶏

“

夕|ろがな場0_メ III

I1111あ 12%|え11夕:蔓:ZIIII晨ス::め11え

“

11イ:1111:1筵

ス:ヱ 迷た″IZイFllス:ぬlmll:懲場|=:れ′正:^:賜 |

にわたパ|たな猛a如1に:のヵ7●
''':で

菫IIII

饗:あら:41:=IIIIIIIIIII IIIIIIII
にIIII二 :■■■11■ iI:_:_:´ :| 一

二歿 |)|く |、 1疑核吻稼1:‰

14111111‐ 1■ IIIIIII
(2(〕 ×2(1:



●

嗜

M_41_

匠万1五:IИ甕1互:西あ
~陽

涯物姥菫lπ家西|ケ

~な

|ぞ

‐

ぬ_塑二_疑ス_″ス方向:で 1の場狂如_ヒ数11._盟1_ヒiK__

|=|三二1''IIF,И llla:l■卜ご|く |げ |ノ _1、1_1ふ壼_■_1の12
天

~マ~孝‐
蜂藤:竃 ふ1丁 ,1ユ |の :こ |ヒ Iず IⅨτト

1-=‐ ‐ ■‐‐――_ _ __:_ _ ■ ___1__■ __¨ _:__1  .     1  ~ : ~   1 ・   1-   ■     :__¨ __:___:__'___■ ___1__… …1__:_____1__■ ___■ ____

葬鷲71ら
~下

Ⅲ
…
可II~IⅢ

~~ジ

ニ|ヌご″Ⅲぞ「π:‐議司
~派

で1''i万1:~



●

1の 腹場おヽ|う 様が卜|が |け |マ 1宏 ИIレ 1、_曇亘_o__五2.1ヒ _|

.|'「ガ11菫匪 _黎
Eたいなk3恙 |め |ら丁えF可

‐
し`

「
賜在

l

3)工 Lヽ レJ多夫″11:|

場に御
'ど

(図 141■

~rttz薇
11)鷲

口颯1″:でI:筵稼罠探13/41の IGた コ|′:■五パIIカ
ifnll P/41二I黎:バ |;~な

=1し

丁

「

協″細11スIIP―
Lli蒟毯:

|で

｀
1晨 :も 1多 |く |、 1を ンヽ よ|り 物″1″

ヽ

　

一

カ

■

(20x20)



●

▲

IJ I(1荻 :11)“■|力入移11で iηⅢ19_踵il■l重_1ビ

=__丞じ1121あ 疹澪,単寿灌乾 あ`|ら1:~迷1だ藩
‐
1葎イ御

核:レ 泳場た劾藤 粟
:あ

1ら スf・
~:スII~IIII~

以上‐の%深
"｀

ら|、 欧微筋の涯夕:え西び卜:関五|

衛 lt明 廉ば局 41猛

`|す
ことが

｀
明参́ 1ヽと

|「 11た

1  1 1   図 5111111

嗜し凝筋にINご t渉入し資場合めNYI稼 1髪膨御に:Iネ

:,全を同後1疑核,こ
:出 規レ|、 凄ン込|ず れ

`'11334だ よび13`ダ Ⅲの雄 歿晨1■『 :ソ 及安ιIの

たtた しk螢た体勿月Z核 トスt'そ IIル万燎
:む |バ:た 1と 1瓢

:`つ
|.~奪 ぉt迷た脅れ行薇1スに

|

″教紹にl`集 め|う |れ イbヽ フた|。 ||:||| |
■ ■ ■ ||I Ⅲ I■||1111111■

(20〉、2(,:,

r4-



|万1:“:菫:いIIII=::確:彊III萱:I:延夏:れ互こhI
I`´:菫:髪詢駆讐ヨ三I奮三1琢::萱秘議

'I整

菫憂狂i≡I盗

●

●

(20x2Cl)



M ノ
`

|^:″蒻IIE王::互И家́ :夕:れ:菫:,III11lIIII
II:Xi=I^%KI=211玖琢IZ玉菫:疑猛雌 lk
lII三蓬:こIIttIII^:互 :`::吻え:璽::互_E:″:菫И亜囲医:

ね:ZiZ::蔓:::=:::=:::IИ::壼ИlバIIII::::::菫II::五_1':=IIい___

::11,1471互 IIあIttli::そ ::`夕(1夕凛11lZIIの:菫:1≡互:Z:I:II

いIINえ:蒸ИIIIた1●::燿|:筋I^:壺:五ZIttZ::亜:監

「
=IZ痴

1「 蒸
‐
:ら

…
:~1=‐ 1フ三IIIIⅢI:Kl'こ:“た琢1蒻萱:1の ::●

ZttI整菫蔵1獅
=::::1砺

証 :″::::三Ⅲ _IIIⅢ

巨11三:ヨ

(20x m)



●

の形詢墜御たい切|ら か||・ ″ク百ア
'お

1‐

"II~百

ご
…
Iあ

‐

乞々 御1//J●
ti“

1全 :湯種:須Zバ:ZKIIIIIIIII
|のl xi″階|― 欧錬協

……
1…

……
:‐

……
1‐ I‐ 1‐:=LIIル三:‐:り

~‐

:I=‐
‐
:II‐

~1‐‐~~
筋 |へ |の HRP声入″11 1 1

量__″_4ull_【_1_図

'lci)で

tに、二差:ュ1型菱__場狂に_二 __三二___I__ll__I__1_二 〔I_1_1■ __」 __二__二 _1__二 __二 _1_三 __■.__二 j_ヒ_二三ニニニ_1_■_三二■___二」γ_■___

御

“

IIえ全:I三囲欠す|:場仁知たIネ賣II五五
家|バらス

~万
萬I・

‐
″
‐

涎|夕|ら ならパ|、 イト″桁′い||(g7■ al)|ヒ
|にス|

1  ~¨
~~‐ ‐~……… ― ―‐ ―――― ‐―――――̈ ――――――

■―
――~~~~~―………―……――‐=‐ ――‐_____―――――‐   ―――――――――

=―
―――~'¨

1‐

~~~~~―――――‐‐――‐

1江

~場

珍
=1語

:あ

‐
ンコl=~1ラ 1‐い

‐
:蒻:″盈:Z亜_】い1

7■ al)|ヒ |に

ノ ir i、  :― -17・
「″ F‐ JI‐  :′  I~° |″ ″~■ ~'″ ~1‐ ~ :・

`:′  F‐  i‐

‐
|レ たい|ろ

'|_」

__:__:_■ _二__IIIIIIIIIII臓ア●
=1,育

丁1‐
1,・

1■

IX:riパ |́か I XI I″″|1多 :「 ツガKII=:狸__獅1・
‐
T~ |ル

‐
:ケ |メ | `さ: :5//Fη ll・ i■ /“

_三ハ _」._7_11■ _Ittη■■_型

狂

"盗

ぶ西 亜 _蒸:=:Z:憂IIIl`|、 |セ

^1夕“

I`

|■_l⌒
|夕

^|ビ

|あ ら

'|″

力k″移ft夕__賜″:御髪.壼.I

("x20)



●

●

(20x20)



五二三,

1降 |と |ん

たIIヨ1:″Z菫:晨とII`:=贅:密:筵正至:丞_:は1
距 ::螢髄 __lIⅢIXIttZ夏1閣獅 IttII=
に1え死:11ИIIIttIIE:IIぶlZИ:を:“:亥整盪豚:Zl

優13/4:=ル:´:五蔓IE:五1夏II亜__歿えИttEI彊|

たII:|:全_:″

=VIIII相
〃理ИでEI 1ヽ::避、

`|
(20x20)



●

「
||■■■:■≒≒ ■■||十



生:11_援ダ1_≦ __

●

一一
一雄一」轟暉蒜＝彬〓剛一(20x20)



●

′′,I'IIIiZi三 _liC玉壺Ⅲ:■
~ZI轟

1」 u章o′
|ヽ′
91舞 |)

II‐177薫1‐て
~'百

三正三百1‐ら
~1lII1111)::I=I:蚕

:鍮 _

各:こ

=1互
IIブ1'11翌I`菫II…ヽヽ:

徒該:肇
=豆

__教夏憂И::憂iZIあ:I三黎菫IIIIII藍:匿:

御彊藝I髪轡啄:´:力:蘇嘔否::::::玉:::獲押彊:額:藩甕:III璽須西亜三



●

M二 ″

巨:【IttIIEIttlttK獲:"`整

`:4:こ

r_丞蜜_0_

助
‐
像幽:141ZttИ:il::降:II=:″IIIttE整2κ
(20x20)



●

|え |ら

`':亘

:逹:=:こ茎:=

|●И41=:刻:王:五

i不 h々晨顔蒻下
~

|て い|ろ L

孝t孝派

壼_2″●弦琢Z
:III轟|:墓IIII:Z:

II「Й更緒寿
‐
ib17'1IIIIな緒略:聞了l

籠z:資aFl互:蒟

1轟■2‐
II葦

~1‐

あ
‐
落

「

~~~‐ ~ ‐~~‐ ‐‐ ‐― ―      ‐     ―― ‐―― ‐―‐‐‐‐‐‐‐―‐―‐――‐‐‐―

琢1駈:で●:=:И:ら

=:κ

:盈_11】醒 _:

|:1轟::=I:う:R___lⅢ

(20× 20)



●

_ぅ_ri_i餐:_E三里…1.4ⅢⅢIの i″
殉●″夕θlそ |と tiタ

IHiiriChsen
ヽ

Nomura

(20x20)



●

ハ♭ ?`:

SI夕
1こ の粋1・ ■lvヽ マ 1■ な″鬱むず|,三

=壼
_■,1役14

であことがでスぜねておノ:三轟
~ID lt‐

:ヽ 林:に 不百

砦‐7ゐ mediai c8・wlmバ cT aえ」ιl「 らと述 |べ |て

'｀ろtⅢ I爪 、iCTえ ,ι運動神経派継スタト|に 31次

疼半分ぷ″径縁́ 4や象■1盆遂

^11逹

:シ:″ な:額
|

雀lt含むミ|と バラ:ン ト1で家:を 11`ユ_■11だ::lIヨ

ことたらし、ど1イ

‐
1轟 :'パ |ネ

:111Ⅲ ‐菫:|:ら |::豪::昌

くC?lΨi r頸都盆道k国頸お|■●五二:|え:藁:=]

ゐ|こ :lζ 々

'1■

,で |の L黒

~だ
著緬i乞 二額芥夜1

‐                   ― ‐    ‐ ‐    ‐‐ ― ―
‐     ‐‐‐   ‐―  ‐  ――  ‐‐‐―‐―-1

道tえ曇こす|ゐ ことが
'り
,ろ ?:τ lた _ヽ導た″経|

ィrrtl核 たの起子紳I`嗜曖隊潔

`え "II^:お

11え
|

疼仁分メた後御にであると考えらな:ろ
tl´ |ガ |

一―‐  ―    ―――   ‐―――‐― .二  ~~ ~~= ~‐ ■~l

、Evinsと mttr』y.23)l窓 ゥ′ギ・LN~驀罰|え

‐
濾1覆袢

本所にいlsⅢ た0子口たの|バ 011バ IふIIこ:“ :|

6



●

(20x20)



●

|のシンタ

"ぜ

|も ITIど :三l壺二ⅢⅢ…Lゃ豊IT~~T~~7~:夕

~蒸

|~ぞ :

睦ⅢⅢlI互葎 ::亘ウI:ギスИ亜:玉1●:^ξtt11●

|グ五I1lIIIIキ:蜂EI=|ス:IIIIIIIIII=ИI:
| プが 1■1

「
―― ■三二_務

i.:III轟■
=:=:::1:蜀

|こ数|たI物:質

`I″

■―



●

ハし二̈̈′1



●

M_19___

い
一効
一



●

|=堕

=墓
:三璽 :三二要:=四嚢:王I:藝亜廷И匿

IL_壼ヒl…多全1.1壺 れ

“

御コCi4縦″
｀
I三互厖匿堕

「
ら1~ttI五百

‐
I:石 1‐F~1~~~丁

… : 、二LJ:⌒ :ル |■ III…こ114~~I百五百111‐1=~にか7‐ア:‐

ぴ
1‐IIHRP~潟孤ИK董:IIII董裂正亜菫I

巨菫らIII:な:I猛IIIttlttX:″曖菫三
=三

II●III:匿
|

ぃ ‐十
一 一 一

_Fち

芹 孝 :ボ 荻 :='I薫

=も

お |牌パ・Iご Fア蒸に″ヾHⅢ Iよ |ソ irご |ろ ハにイ:ぞ :″へ
I.41:こ 1:il主111111111‐

‐~~~~~~ ~――‐一―…………………一……
■11::I11:I:IIIIIIIrilIIIIII1111

1~‐
‐‐‐

i ~ ~   ~  i ~1  1~~~~T‐ミ[」
‐
■
‐~~                 

´  1 -              :

脇:ゝ雄i=薇左百ξえ
=1お

≧誠:

[=:石III:IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII



●

1難Pづ谷:争
1菫|`14f

=“
:=:マ 1三IIIIIIИI熱 _至:(イ |ヌ :で釈■11

|「 |ろ 之t l lT…Ⅲl蒸吻え
~″

門観I菫::壼:::I亜:           ~   ~    1     1     1     :       ‐~  ・_:=__■ __■ ___:____.1___■ __:_____■ _____:______:__………■‐――……1___=__
菫
=:石

:●::■:玖琢:蒻:互::壺1=雛打IてK乏1●:Иm西_

ごじレ|らII~「芝I‐ごそ更1あ11:琢::=:IIIIIらIII11●:

離I=ら
~」

可
1‐7‐あ

‐
Z蘇

`lす

1●1::こ颯 __1:藁動 ヽヽ
あlZ≡霧を1=~お1だ

~1)落‐
粟三11「1万可21~こ

~

かLT端 |ヒ 疑核|アρ ′́ ~~‐  `“・  ―  容 、_::′ ｀1    -:″｀
■:__二_1__1 :1_=」 _∠__1_y_三 l=:{_1__I__1_■ __j_………

‐

乏
~ltち

ぶt~1=ネ rt'ら ■1を

~薫

尭
=涎

I=■あ
‐
I璃

~「

再r
r一

―
Tl¨II――

=~‐
・ I~ご

‐
_7‐1~~~:~I~TT~■

‐
「■

~1カ
ニIII=~T~lTTLI~丁

‐F(1~~TI~「
‐
1~~丁

・
て

~:‐
1‐I~

こ協べIの 拡散it iよ iら ●蜜

`任

バ多′

"_■

_:ええ_1_う._ム _

III像骸吻7亜多

`接

:路石:●hllⅢ::五五1五五亜_匿:

覆11~1ラ

~し

IIり11::菫:疑之I=董髪菫:●腋IE2:II凛::_



●

潮

1-… … ‐
1‐

―
一

― ~‐ i~

|_  、 |ゝ  |`

L_Iラ_:Z:えICIZIX12:正ネ_1互:II姜蔓
=I‐

_Z::::彊:マIII

レII:ギ::サ1'1が:Z:И:III:/ffZlで:E″I聾劇家:残:至:_

1‐

~‐ … … … … … … … …    … … ‐――‐――――― ―――――
― ―

五И

"II:|=:ZZ鰤
___●い互ИI:::豆kい_I

IllI三菱I1lI菫:

II'二″ifalli三互垂≡
石賀■iバ1三猟 I:

ど1菰 :I

笙|ザ |

(20× 2Cl)



●

M_1■

‐1-―「・

=11:::こ
:1111凛扱|:筋 |のイ吹!:"`′11■. lo lけ てlⅢ…12

IIIII:鷹 :こ 11ケ :プ|ゼ :`1111111可 :ヱ 三ヽ二||がを遼|ミ :セ 11ら

|ろ 1ヽ1_1■IIIIIIIIIII″Ⅲll:ι:れ以パ勒
‐

“

IZI
く|で11“

":燎

I:た1=:柔:ら1ら11ネ||:t'ltil● あIえ捩1%1
111■■_ヱ:IIttIIバ:III:″預111″:Z,lI141な五1

t i 111ち :‐IⅢ I‐め
'え

うこt,I″:ら

~1工

|たI万力11灰
|

|ヽ Lrt殊

"|で

11ユ
・1lLユ:″:l tlお||'I‐た●述べ:た:|

Ⅲくン||^'11ヽ 1ら :あ凛象葬家||″″質め0な歿

`″

:く:1を″た|

が
'千

1分′|:こ |す●1111:パ●●‐われセI:^%え ||1彩
|

夕||:11'11211'II'拷 だ

'“

:らIIボ″||え11

11た ハJ蓄1菱″グ簗:●1コ:口

‐
夕翁:べ

'あ

:夕象‐を″ぐ:べ1

ス紘歿″ご力●lπ襲
`|‐

篠||ヽ1■

`珈

:||:11 ⅢIEl

(20:・ (20)



●

M _′

'
L二″__レ量__確il_1通ぃ1_上._ン三二2_1聖
″菫_1:聾K_塑__L菫 _¨m_盟麟__

IC4 1の い :バ ITA I、 lCA

:み 羅ヽ:イ :な 7形を1湾
~1=1あ~ら~'あ

:ほ 1¨
:~い

|

じ|て い|る 1と 紫ま第1ス1ス丁1茅

‐
T

さ|れ |て しヽ

●

●

(20x20)



●

●

1■ lrJ~い 。 |′

|ゐ :こ 外|ら れが
'こ

1致 :を |み ない|の ,■ l x11 1の i基

|

‐
|

:|
―‐‐

|

騨1分布|:錮::至

‐
ちえ験

`1根

1漁バ41t~|｀

~だ
「あ:を |

,″|,マ :11ウ:IIIぞ_`I●

‐
を 建み:ち::^:駆1で1″互|

三11111e lll=:=:Iセ 多J″:燿蒙根燿姜スII二1_=壁_:た
|

●

(20ス 2())



●

比 _,7_¨_

ヒI●面
留家:ず_玉I"蔓三::::=:聾亜 ::_:コ:及::互:獲至二I盈ヱIIII

「

=~1~~丁

1~iI‐ I~Tヽ
~■

3~…
…

班 11‐ 天

~「 ~‐

■ ■

~r~「 ~~1-―

・

―
~‐

■
~I~T~~~1■

‐
‐
r‐

=¨
r――一

‐
r― 一 ヽ一 一

‐

隆_L_1_主_4__'_量__姿むal■|_1_こ_1主ユ|__壼亜壼曖巨躍菫壼I:=|‐
^‐ ―――‐‐―……_■ _____■_____‐

=‐
――__=_■ ____:____:_■ _____:_´ _:__1_____=‐ ―■‐__:_■___■___.__1‐ ―‐―__J__■ __I_1__1__1_lli_1__i二 ___lI____1_____

lira豪:蒻:=::=のこ五ら:ユ:ZIIIII`I菫≡I五:=__函:膨議独:

,ユ|卜

“

:=lal甕:そ●夕発霞II:=:スIら:廷ZIttIIIII王 ::
|‐

~~ ~■
  ~~1~…

=‐

~■ ‐~‐ ~‐ ―‐1-‐ ~~~i‐ ‐~‐‐‐‐
1-― ―‐‐‐~1~‐

1‐
‐~~,~~~‐ ‐■~‐ ~~‐ ‐―――――――――¨  ‐‐ ― ‐‐――‐‐‐‐‐‐―‐―‐―‐‐‐‐―‐‐‐―‐‐‐‐ ―‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐―‐――‐――――――――

●1と 1●●_1/1_ろ_1__小″|えi=:::==:II:=:И:琢互
暉1に″″:=芝行難 ――な毅な1=:江墜:金1菱:=:互

1141三I,:II嗽琢iZ玉:蒸:^111:II互関:=:=:全:

●

●

(20× 20)



●

で1も ご、咳ごス|て いるかt雑友iボ ガ萌でヽな
~菫

。ifた 、工轟 :護 :を 1プ

‐
1可喜ヨ天筋撻2,ヵねャ黎垂線摯 1と

閉鎖方る連蒻茅Й毒わ菫夕携と薇豪が有

'ら

~局1在■モ:|ご1ぼ:こ
て下

~

12‐ ぶネJぞ rョ譴だ著tl″へ|セ ltス 101:~|二 1カ :~ラ夢
~F¬

i瀬

'‐

ぶネJぞ荻

`ぎ

スイ
に移 」こ あ筋後″なが

%:`宏彙場冬:″IifA~1111と |″

‐
:

:|:ら:″ |″騒 、%=1近な|

紹″商の
:1~須紗た子

`||
(20× 20,



●

|こ::ati彫:薙甕l裁1あ

…
61を1夕が誕:め:::ら:_:な:万三1●1

1   1    ヽ` ′^ ^  |ヽ  :、 ′ヽ   ́ :      :  ‐      lr丁 ~F~~i~‐ ~'~…
1‐

~‐‐‐一
i´
―・

「

11~I~|

|の _二……″髭御豊

“

響L主J_:ダ

`91卜

1応″1姥 τ
:差

:バ
1啄

|と

:ん

:ビ 涎|

|バ うね|て しヽ1イいのパ現状であ:ろ |.111 1
'P｀

|ン冗 :4尺 C Iα 〕:つ |●  | | | :



●
4a

肱  _  _  ___

●

●

|^_壼_lCI_こ __盟_筵髪郷
'0●

でli t近
然|マ:至::菫::菫EE

二II::ス:ら:所:え11=::蔓II=I菫::II蔓 |

わヾ ネごれ て|し |ヽス

|え●本告::‐__I^:な裂:●
II菫

=114江
:たをZl彊

:商:セ「あ索統:落

=孝 `う

核縁薦蘇
'年生II:饉詮:二:III

Jら″卜で

'1■

2を:“||:連|

1ヽ

~烹

未痛更覇薫
‐
滅わ翌

|`「本なえIII:蒸稼:IⅢ:で111:::IIを

'1ス

:のIZ菫1

1■″itt IIIII:^で lt l:=“

“

|:和たバ
=:E壼

]

獅た.之 之tIに1二 EI^"中|'こ :なス:=:猜:萩I亘III

験″
夕|で

一９

一明
一

一ａ
‐‥‥‥‥‥‥ｉ
ｔ
一

一　

　

一
一　

　

一

一毛

二

と

一

一
ろ

一
一
ヽ
ヽ
一

あ
一一ち
一

一↓

一
て

一

一物一郷一
一“一一．“一

一賭
高
一

(20× 20)



●

●

神経後

"IIIIIと ::=::蔓:1_II亘:マ:I:::::1_豆IIP

後査随核バ:節:該1に1が%I解 ″

あ西ら碗に圧爾
‐
識II猛

`ヨ

ベ
~マ

===菫
蒸|

:́1鶴″I労

“

菌

“

●1ケ迄1

曖ご″iZIIIえ:藤I::不:獲

に1711ヽ:Ⅲ I:“14~筵ス_た ||_∴ __■ __:__二 … 1____:__r~~  ″  l  i‐  1  :_二 ___:i_= :__1____二 :____.|

(20× 20)



●

●

核
一Ｉ

●

|=●蒸:2136mull秘手I=牙グラ万1じIを

~フ

=1~グ
II姦核

|え:燿″直

`:互

理Z彊:整茎:hあ:И:=::夏I‐壺_1:″

,夏″「
‐
漁I夕 1ヽ=Iバリ

‐
マ:、 廷奪LIビ 1同に燿薫をし|だろ疑

:卜 遊統:し
|て いた可″ι″憂1渉 1ヾ考

~な
ら
~不

1ら1:~~葬 家
~

面鏃πフマri筋
‐
の
一
分
‐
′乙:あ

~家

:の1ら れ1三レl_iz_″_″二壬_

|ル |ぜ t

iJ lr、

i nuc■eus

籟贅を卜葬:当 171ろ とた袢縁:●1:曇_≡:蔓|]

:|ミ箋二

`Z::IIら

1,IZllヽフπてヒIぎ ス
‐
●I11‐ら

~F'1:~1

●



●

●

ン:II三′:鐵雖I:=:l王III::で_雨__,11=11い___I轟_1:マ

「
落:お 〔

~‐

とた粋舞●殆1-IH轟

~,,EIMIで~蒸

:ス 1‐ら
~

●

(20× 20)



●

一枷
一一０

|ご れてしヽ

1晨I●:←

移下|を
il^:力鮨ζlが :こ :と バLiて ごヽ|ろ

1____:_¨ J_ _¨ ___―  ―――‐‐‐■‐` ■_1_____■ ______■ ‐‐――__ ___― ――■ ‐■______t_____:■ ____1_… ……_:―‐――_:____J____________=____… …■―――___

門琢
‐
ム
~あ

1らI百

:“71:II^I董
=径多::El互:亜_

近|たカタ黎笙t勧 考『

`す

たI熊:し 薫「1… 1111~‐1百

…
図7

″経:の 祢́Iで k徐維構成1の 0で

'泳
=た

‐
類恢:‐

J
●

it~ヨiン中名覆琴籠萩|と 1僣 ン賓f「
|ろ |こ |と セント11x・|

にF脊噸酵寿篠降|と 1`縮脈輩菫1が■
‐
澪ヨラ

‐
1=1妻

O itと t itifiろ ,・ |すせF lrl~tヽ 1と 述央之|し
1'I~:

占aflnie(,9`7つ |→ 1●、プ|夕 1の 迷● 多11め ″
:あ

~れ

繊学的観察い|ら k■IⅢ二|た″径|卜 蜂準

線浄
“
it依夕筆|イ |ろ

|ル
1の 1と |し 1、 |±・|摯維t(ダⅢ多い|で あし1の |と |し kl±・111__(11“ 1_2バ_望`●

 ‐  1‐      ~        :        |  : ‐     ~   :     :     :     |  `   :     |´ __  1__  : :____■ _____1___ _■_____1______

:ス1セ資稼1し

…
だ
‐

"lイ

彩P′名EIは 1し わヽ|ゆ ″菫II″π査極愛|

|‐  ・ ・ ~      |    :         r  ‐   ~                       ・  , __ I _1_li_1 :1__¨
_1_1.■ _… _:I_■ __■ J_____.

(ω x20)



^‐         ―   ―
一 一 ― ― ― …

.、
崚 ,、

Mニグ

壼IIttIII:Zl憂亜ヨE≡≡
汗蒸1‐

し1て

‐‐
が

=…

不マ
~西

К三皇丞il_:ここ往_甕ll_1三登ヱ1亘K:な2三:憂玉:I
IIttI″Z盃廼I肇互蚕:

:":戸「Iが,3葛::L…
1‐ご葛再

~

IP塾
警11で_:唾1__望姜藍_`_1__ⅢF":ル|だ I FIび :D■olS iと 101ey

1111:●:こ1三1てIヨI″鷲Z~I~1脊随荻不蒸不1lIFIて
・`

瀑η :lレ |わ
°
it l

17:濃″憂素所薇芝iし奪ほ三%径

“

箸,Cン Иヽ:要二|し

'い
|こ |と バ印を行●41マ |し

｀

ろ:キ たt個″発41の るでt t aJな舞奔随核

|バか年

彰 |し t

|と

'こ

|ろ でk移り粋″4卜倒に秋かιl sl話III~II==~IIT'あ |i― ―′「―中―′―‐一―::=::::::L=轟

轟a.
「が,17・″烹再彗

IIりIIす

1でlt ttK I、 1た

。rigふ |で |ぁ あにIし |て |も k撻獲:た澤″:て下
~II:~‐

lIII
|ぴ静l粋舞:奔植稼Iの 13
に■III:fl l

肺

'%
paniでヽ静象:乞 多|:く

Kl力 が:“1,I畜菫1ど:%
「

~‐ ‐~「 ~~■

 ~i~~i~~~‐ i‐

| | | | | |

にIIIIII

●

|と

(20x20)



●

●

麹バIIIIEこ互:%論 ヒ行lt,1 ■ | | |: |

●

●

(20× 20)



●

反 |口 粋′場巨よ|り 1工甲

71在 |イ |ら ,1″ :力 :、 IT Iを 資

●

●



●

●

●

●

(2()x20)



“●

●

ルタなt 多11_2【 |

(欄 Lけつ113■ 1 口Z殊口
`θ

l.

2) Mesu■ am′  M―M.′ Hegarty′  E.′  Barbas′  H.′ I Carson′

: A:′ Gower′ IEo C.■  Knapp′ :A.IG.′  Moss, MI B. and

MufsOn′ E. 」。 (1980): IAdditional factors influ―  :

e,Cilg Sens■ tiv■ ty:in ithe tetramethy■ benz■dine l

method fori horseradish peroxidase neurOhistochemis―

‐ try。 | 」: ″
`stο

θみθ″。l ι lθνtOο″θ″・, 78′  1255-1259。  1

.3) Bosma′  」. F. and Koivisto′  E. (1962): Laryngea■  and

・       phム:ylgさまil reLbiratoli motions ■n the rabbit.  4η η.

●

θtο ὶ
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